
（法第28条第１項関係様式例）※事業報告書等提出用 
 

令 和 7度 事 業 報 告 書 

令和7年2月17日から令和7年12月31日まで 

 

（法人の名称：特定非営利活動法人信州草原再生）  

 

１  事業の成果 

令和7年2月17日に当法人は設立され事業を開始した。3月20日には設立記念シンポジウムを

開催し、多くの参加者を集めて、順調なスタートを切った。しかし、5月に代表理事が急逝

し、状況は一変した。その様な状況下でも、当初予定していた事業は概ね実施することがで

きた。新代表理事も決まり、来年以降の活動継続に目途を立てることができた。 

 

２  事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の実

施日時 

(B)当該事業の実

施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象

者の範囲 

(E)人数 

事業費の 

金  額 

(単位：千円) 

草原等の二

次的自然の

保全、再生に

係る事業 

耐震補強工事が実施されて

いるため池の希少植物保全

事業 

(A)5月～11月 
(D)上田市及

びため池周

辺住民 
0 

(B)上田市内のた

め池 

(E)2,000名 
(C)70人 

1. 峰の原高原草原を作ろ

う 

2. 太郎山縦走路整備 

3. 自然共生サイトの希少

植物調査 

(A)4月～11月 
(D)上田市・

須坂市及び

周辺住民 
1,331 

(B) 上田市・須坂

市 

(E)21,300名 
(C)69人 

草原再生に

係る普及啓

発事業 

1. 草原に関する有料イベ

ントの実施 

2. シンポジウムの開催及

びイベントへの出展 

3. 会員向け勉強会、イヌワ

シ研究会との意見交換 

(A)3月～11月 
(D)参加者及

びその家族 

35 
(B) 上田市・須坂

市 

(E)1,260名 
(C)91人 

国立公園等

の公園管理

に係る活動

事業 

1. 笹刈りイベント事業 

2. その他笹刈り事業 

3. 環境省 GW事業 

(A)10月～11月 
(D)上田市民

及び国立公

園利用者 
558 (B) 上田市 

(E)10,120名 
(C)87人 



 
 

  

その他この

法人の目的

を達成する

ために必要

な事業 

実施なし  

  

 
 
 

(2) その他の事業（特定非営利活動に係る事業以外の事業） 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の実施日時 

(B)当該事業の実施場所 

(C)従事者の人数 

事業費の 

金  額 

(単位：千円) 

該当なし 

   

 



（法第28条第１項関係様式例）※事業報告書等提出用【定款に「その他の事業」が無い場合】

（単位：円）

Ⅰ経常収益

１受取会費

正会員受取会費 215,000 

賛助会員受取会費 48,000 

学生会員受取会費 0 263,000 

２受取寄附金

受取寄附金 510,000 

施設等受入評価益 0 510,000 

３受取助成金等

受取民間助成金 0 

４事業収益

草原等の二次的自然の保全、再生に係る事業 2,277,000 

草原再生に係る普及啓発事業 44,600 

国立公園等の公園管理に係る活動事業 755,000 

その他この法人の目的を達成するために必要な事業 0 3,076,600 

５その他収益

受取利息 131 

雑収益 131 

　経常収益　計 3,849,731 

Ⅱ経常費用

１事業費

(1) 人件費

役員報酬 0 

給料手当 0 

法定福利費 0 

退職給付費用 0 

福利厚生費 0 

　人件費　計 0 

(2) その他経費

会議費

旅費交通費

減価償却費

支払利息

地代家賃

システム利用料

消耗品費 15,600 

損害保険料

専門家経費

支払手数料

業務委託費 1,714,000 

広告宣伝費

諸謝金 196,000 

　その他経費　計 1,925,600 

　　事業費　計 1,925,600 

科　　　　　目

令和7年度　活動計算書

会計年度：令和7年2月17日～令和7年12月31日

金額
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２管理費

(1) 人件費

役員報酬

給料手当

法定福利費

退職給付費用

福利厚生費 53,000 

　人件費　計 53,000 

(2) その他経費

会議費 54,062 

旅費交通費

減価償却費

支払利息

地代家賃 848,000 

通信費 38,356 

事務用消耗品費 4,551 

支払保険料 44,228 

専門家経費

支払手数料

業務委託費

租税公課 2,650 

広告宣伝費

諸謝金 490,000 

　その他経費　計 1,481,847 

　　管理費　計 1,534,847 

　　　経常費用　計 3,460,447 

　　　　当期経常増減額 389,284 

Ⅲ経常外収益

１固定資産売却益

　経常外収益計 0 

Ⅳ経常外費用

１過年度損益修正損

　経常外費用計 0 

当期経常外増減額 0 

　　当期正味財産増減額 389,284 

　　設立時正味財産額 0 

　　次期繰越正味財産額 389,284 
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１． 重要な会計方針
　　

　

　 棚卸資産の評価基準及び評価方法
棚卸資産の評価基準は原価基準により、評価方法は総平均法によっています。

　 固定資産の減価償却の方法
有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却しています。

　 消費税等の会計処理

２． 事業費の内訳

人件費

人件費計
その他経費
イベント開催費

業務委託費
諸謝金
その他経費計

合計

３． 使途等が制約された寄附金等の内訳

４． 固定資産の増減内訳

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

合計

当期においては、保有する固定資産はありません。

５． 借入金の増減内訳
（単位：円）

当期において、借入金の発生はありません。

期末残高

00 0 0
役員借入金

期首残高 当期借入 当期返済

000

当期において寄附金を受領しましたが、使途等が制約された寄附金等はありません。

期首取得価額 当期増加額 減価償却累計額当期減少額

0 0

期末取得価額

事業部門計

0

15,600

1,714,000

558,800

558,800

その他この法人の目的を達
成するために必要な事業

0

0

0

国立公園等の公園管理
に係る活動事業

0

362,800

196,000

35,600

35,600

0

草原等の二次的自然の
保全、再生に係る事業

0

1,331,200

1,331,200

1,331,200

計算書類の作成は、ＮＰＯ会計基準(2010年7月20日　2017年12月12日最終改正　ＮＰＯ法人会計基準協
議会) によっています。

計算書類の注記

（１）

（２）

（３）

（２）

科目

科目

（１）

科目

合計

長期借入金

消費税等の会計処理は、税込方式によっています。　　　

短期借入金

草原再生に係る普及啓
発事業

1,925,600

1,925,600

196,000

15,600

20,000



６． 役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

（単位：円）

活動計算書計

貸借対照表計

７．

該当なし

役員が代表を務める法人に特定非営利活動事業の業務委託（127.6万円）を行っています。また、常勤の
スタッフがいないため、同役員に対して、規程に基づき稼働1時間あたり1,000円の謝金を支払っていま
す。49万円は当期における490時間分の謝金を未払金として計上しています。

490,000

1,276,000

1,276,000

490,000
490,000

未払金

1,714,000

1,714,000

490,000

（活動計算書）
業務委託費

（貸借対照表）

計算書類に計上された金額 内役員及び近親者との取引

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らか
にするために必要な事項

科目



（法第28条第１項関係様式例）※事業報告書等提出用

（法人の名称：特定非営利活動法人信州草原再生）

※科目、数値は例示で、太字は計算行です。 （単位：円）

Ⅰ資産の部

１流動資産

現金預金 879,284 

未収金

　流動資産合計 879,284 

２固定資産

(1) 有形固定資産

　有形固定資産計 0 

(2) 無形固定資産

　無形固定資産計 0 

(3) 投資その他の資産

　投資その他の資産計 0 

　　　　固定資産合計 0 

　　　　　　資産合計 ① 879,284 

Ⅱ負債の部

１流動負債

未払金 490,000 

　流動負債合計 490,000 

２固定負債

　固定負債合計 0 

　　　負債合計 490,000 

Ⅲ正味財産の部

　　前期繰越正味財産

　　当期正味財産増減額 389,284 

　正味財産合計 ③ 389,284 

　負債及び正味財産合計 ② 879,284 

令和7年度　貸借対照表

科　　　　　目 金　　　　　額

令和7年12月31日現在



（法第28条第１項関係様式例）※事業報告書等提出用

（法人の名称：特定非営利活動法人信州草原再生）
※科目、数値は例示で、太字は計算行です。 （単位：円）

Ⅰ資産の部
１流動資産

現金預金
手元現金 0 
GMOあおぞらネット銀行普通預金 879,284 

未収金

　　流動資産合計 879,284 
２固定資産

(1) 有形固定資産

　　有形固定資産計 0 
(2) 無形固定資産

　　　無形固定資産計 0 
(3) 投資その他の資産

　投資その他の資産計 0 
　　　　固定資産合計 0 

　　　　　　資産合計 879,284 
Ⅱ負債の部

１流動負債
未払金

諸謝金 490,000 

　　流動負債合計 490,000 
２固定負債

　　固定負債合計 0 
　　　　負債合計 490,000 
　　　　正味財産 ① 389,284 

金　　　　　額

財   産   目   録

科　　　　　目

令和7年12月31日現在



 

 

 

（法第28条第１項関係様式例）※事業報告書等提出用 

 

 

前事業年度の年間役員名簿 

報告事業年度：令和7年2月17日から令和7年12月31日まで 

 

（法人の名称：特定非営利活動法人信州草原再生）  

役職名 氏 名 住所又は居所 
報告事業年度に 

おける就任期間 

役員報酬を 

受けた期間 

代表理事 

 

副代表事長 

 

理  事 

 

理  事 

 

理  事 

 

理  事 

 

理  事 

 

理  事 

 

監  事 

 

 

田中健太 

 

田島忍 

 

加藤正彦 

 

丒丸敦史 

 

上野朋子 

 

早川潤 

 

大川貴代 

 

関田裕道 

 

水出博司 

 令和7年2月17日～

令和7年5月15日 

令和7年2月17日～

令和7年12月31日 

令和7年2月17日～

令和7年12月31日 

令和7年2月17日～

令和7年12月31日 

令和7年2月17日～

令和7年12月31日 

令和7年2月17日～

令和7年12月31日 

令和7年2月17日～

令和7年12月31日 

令和7年2月17日～

令和7年12月31日 

令和7年2月17日～

令和7年12月31日 

報酬なし 

 

報酬なし 

 

報酬なし 

 

報酬なし 

 

報酬なし 

 

報酬なし 

 

報酬なし 

 

報酬なし 

 

報酬なし 

 

田中健太は当初、報酬ありとして設立しました。振込手数料を抑えるために10万円に至っ

た時点で支給する予定でしたが、急逝のため報酬を支払えなくなったため、結果として支払

いを行っていません。 
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